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【科目】電磁気学演習
【科目分類】 専門科目 【選択・必修の別】 選択必修 【学期・単位数】前期・1単位
【対象学科・専攻】 生産システム  2年
【担当教員】 中山　和夫,石田　等,平井　宏,青木　利澄,櫻井　治男

【授業目標】
電磁気学を初めから問題演習を通して系統的に復習することにより，基本事項の理解を確実なものとし，問題を解決
する能力と共に基本原理を積極的に応用する能力を身につける。 
・達成目標は以下の通りである。
対称性のよい系に関して電磁気学の基本事項（ガウスの法則、静電場の微分法則、ローレンツ力、アンペールの法則
、ベクトルポテンシャル、ファラデーの法則、マクスウェル方程式、単振動する電磁場、物質中の電磁場など）に関
する問題が解ける。

【教育方針・授業概要】
本科目の総授業時間数は22.5時間である。
電荷に働く力
静電場の性質
静電場の微分法則
導体と静電場
定常電流の性質
電流と静磁場
電磁誘導の法則
マクスウェルの方程式と電磁波
物質中の電場と磁場
変動する電磁場と物質
  

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：例解 電磁気学演習：長岡洋介・丹慶勝市：岩波書店

【備考】
静電磁気学から電磁波までを一通り学習していることを前提に演習を行います。電磁気学特論IおよびⅡのレベルま
でを一通り学習していることが望ましい。

【成績評価方法】
[前期]レポート：100％,５回の課題あるいは小テストを各２０％で成績評価。 

【達成目標】
　 達成目標 割合 評価方法

1 対称性のよい系に関して電磁気学の基本事項（ガウスの法則、静電 100 % それらの理解度を５人の担当者による各課題（小テ

場の微分法則、ローレンツ力、アンペールの法則、ベクトルポテン ストを含む）で評価し、評価の重みは各担当者２０

シャル、ファラデーの法則、マクスウェル方程式、単振動する電磁 ％である

場、物質中の電磁場など）に関する問題が解ける。

【本校の学習・教育目標】
◎(D-1) 自然科学、基礎工学、専門工学の知識を総合的に利用し、創造性を発揮して現実の技術的課題の解決に応用で

きる
【授業計画】（電磁気学演習）

回数 授業の主題 内容 レポート 宿題

第１回―第３回 電荷に働く力、静電場の性質 クーロンの法則，ベクトル，重ね合わせの原理， 課題あるいは小

点電荷のつくる電場，連続分布する電荷のつくる電場 テスト

，電気力線，ガウスの法則，電位， 静電エネルギー

，電気双極子 

第４回―第６回 静電場の微分法則、導体と静電 微分形の静電場の法則，ポアソンの方程式， 課題あるいは小

場 導体のまわりの静電場，電気鏡像法，電気容量，コン テスト

デンサー, 静電場のエネルギー

第７回―第９回 定常電流の性質、電流と静磁場 定常電流， 導体中の電流分布， 課題あるいは小

磁場中の電流に働く力，運動する荷電粒子に働く力， テスト

電流のつくる磁場，磁気双極子， アンペールの法則

，ベクトル・ポテンシャル 

第10回―第12回 電磁誘導の法則、マクスウェル 電磁誘導の法則，自己誘導，相互誘導， 静磁場のエ 課題あるいは小

方程式と電磁場 ネルギー，変動する電流， テスト

マクスウェルの方程式と電磁波 変位電流，マクスウ

ェルの方程式，電磁場のエネルギー，電磁波 

第13回―第15回 物質中の電場と磁場、変動する 分極と電束密度，誘電体と静電場, 磁性体と静磁場， 課題あるいは小

電磁場と物質 変動する電磁場と物質 物質中のマクスウェル方程式 テスト

，物質中の振動電場と電磁波 


